
部局名 所属名 事 業 内 容 予算額
(千円)

1 総務部 人事課
・福井県庁長期インターンシップの実施
（県職員として深く業務に携わる長期インターンシップを実施し、プログラム構
成や受入体制の構築など、長期インターンシップを実施する上の課題を検証）

1,837

2 未来創造部 未来戦略課

・福井経済同友会との協働による「若者に選ばれる企業」づくり
（福井経済同友会と連携し、有識者の助言・知見を得ながら、県内企業の経営者
および社員等への聞き取り調査やワークショップ開催により、実態を把握すると
ともに必要な施策を検討）

2,908

3 未来創造部 ＤＸ推進課
・ＡＩチャットボットを活用した県民問合せサービス（子育て関連）の実証
（子育て関連に限定してＡＩチャットボットサービスを活用し、過去事例などに
基づくアドバイスなど包括的なサポート手法を検証）

3,450

4 未来創造部 ＤＸ推進課

・デジタルデバイド対策
（プッシュ型情報発信の受け手拡大のため、高齢者を中心にスマートフォンの貸
出を行うとともに地域でのサポート体制を構築することにより、高齢者のスマー
トフォン利用率向上につながるかを検証）

3,411

5 未来創造部 定住促進課

・北陸新幹線を利用した学生通学モニター調査
（福井県から石川県、富山県内の大学等に通う学生を対象に、北陸新幹線を利用
した通学可能性を検証するため、モニター調査およびアンケート調査を実施）
※令和６年度から継続実施

3,328

6 未来創造部 東京事務所
・ゆかりの店情報発信拠点化事業
（都内にある福井ゆかりの飲食店等を福井の情報発信拠点とし、県産品のサンプ
ル品の提供等による情報発信手法を検証）

2,196

7 嶺南振興局
・温泉による観光投資促進効果検証事業
（若狭湾プレミアムリゾート構想の候補地選定のため、温泉開発可能性の有無や
開発にかかる費用等を調査）

2,310

8 嶺南振興局

・候補地ＰＲ動画による観光投資促進効果検証事業
（若狭湾プレミアムリゾート構想における民間事業者との個別面談等において、
候補地の眺望や周辺環境などの魅力を簡潔にわかりやすく伝える手段としてＰＲ
動画を制作し、現地視察への誘導効果を検証）

2,310

9 防災安全部 県民安全課

・横断歩道予告標示を活用した広報の検証
（横断歩道の予告標示である「ダイヤマーク」に着目し、横断歩道における歩行者優先の
徹底を呼び掛ける県民参加型の啓発を通じ、横断歩道における歩行者優先意識の向上
を検証）

3,702

10 交流文化部 誘客推進課

・恐竜を活用した取組み事例の発信
（個人や民間団体等による恐竜を活用した取組みやアイデアに関するコンテスト
を開催することで、県内に広く周知するとともに、取組拡大のための効果的な支
援方法を検討）

2,439

11 交流文化部 観光政策課

・ホテル誘致営業活動強化事業
（ホテル誘致営業活動を強化するため、ホテルの進出決定に影響力があるデザイナーや
海外投資家に向けて、ロケーションの素晴らしさなど、視覚に訴える営業資料を新たに
作成）

2,142

12 交流文化部 文化課
・酒蔵を活用した観光地づくり調査事業
（日本の「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを受け、県
内酒蔵の現状を調査し、地域の実情に合った観光活用方法を検討）

3,152

13 健康福祉部 地域医療課

・電話医療通訳サービス等による外国人患者の受入体制の支援
（２４時間多言語電話医療通訳サービスの試行と、医療従事者向け外国人患者対応研
修の実施により、医療機関の通訳体制や、外国人患者との意思疎通能力を強化するた
めの効果的な支援策を検証）

1,138

14 健康福祉部
長寿福祉課
地域医療課

・介護サービスにおける医療的ケアの充実等による医療・介護連携の強化
（坂井地域において、指導看護師（介護職に対し、喀痰吸引等の医療的ケアの研修を行
う看護師）の養成研修と、医療・介護の連携に必要な情報をリアルタイムで共有できる
県開発システムの運用・効果検証を行い、全県展開に向けた課題を整理）

2,033

15 健康福祉部 健康政策課

・事業所における健康サポート
（従業員の健康管理が手薄になりがちな小規模事業所に看護師や保健師を派遣し、ス
トレスチェックの実践や健康相談を行う企業内保健室を設置するとともに、健康管理方
法の助言を行うことにより、従業員の健康課題の解決手法を検証）

3,000

16 産業労働部 労働政策課
・就職氷河期世代就労実態調査の実施
（県内の就職氷河期世代等に対し、就労実態等に関する調査を実施し、有効な施
策を検討）

1,276

17 産業労働部 商業・市場開拓課
・アンテナショップの運営状況等調査
（アンテナショップの売上や来客数向上に向けた改善策、運営状況の分析、次期契約に
向けた調査・情報収集を実施）

1,760

18 産業労働部 経営改革課
・米国関税措置影響調査
（福井県立大学との協働により、米国関税措置による県内事業者への影響に関するアン
ケート調査を実施するとともに、結果を分析し、課題に対する新たな施策を検討）

2,405
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部局名 所属名 事 業 内 容 予算額
(千円)

19 農林水産部 流通販売課
・有機・特別栽培に関する研修体制の構築に向けた機運醸成および調査
（有機・特別栽培に関するイベントを開催し、有機・特別栽培の推進に関する機運醸成を
図るとともに、研修体制構築に向けた意識調査を実施）

2,033

20 農林水産部
福井米戦略課
中山間農業・畜産課

・儲かる酒米産地育成に向けたトライアル事業
（酒蔵が求める高品質な「さかほまれ」の生産技術開発に着手するとともに、ブランド力
のある日本酒生産に向けて先進地視察等による情報収集を実施）

1,332

21 農林水産部 中山間農業・畜産課
・畜産ジョブツアーの実施
（畜産業に興味を持つ方を対象に、県内の肥育農家を回り、生産者と意見交換を行う機
会を提供し、将来の畜産カレッジ開校に向けた需要調査を実施）

1,804

22 農林水産部 水産課
・新幹線を活用した水産流通体制の構築に向けたモデル実証
（「ふくいの魚」の新たな販路開拓や高付加価値化のため、北陸新幹線を活用した新た
な流通体制構築に向けたモデル事業を実証）

1,930

23 農林水産部 県産材活用課

・林業事業体に能力評価システムを導入、従事者のエンゲージメントを向上
（離職率の高い林業従事者の林業・会社に対するエンゲージメントを向上させるため、
森林組合に能力評価システムを導入し、モチベーションの向上、意識改革などにつなが
るかを検証）

1,100

24 土木部 政策推進Ｇ
・施設点検におけるドローン技術の実証
（人手により実施されている下水道や外壁等の施設点検について、県内施設をテスト
フィールドとして先進的なドローン技術による実証を行い、課題や有効性を検証）

1,789

25 土木部 港湾空港課
・福井空港における中型プロペラ機の試験飛行
（中型プロペラ機のチャーター運航の実現に向け試験飛行を実施し、離着陸時および運
航上の課題を検証）

3,190

26 教育庁 生涯学習・文化財課

・地域の民間団体と連携したアウトドア教育の推進モデルの検証
（アウトドア教育の推進に向け、地域の民間団体が県の青少年教育施設を活用して行う
自然体験活動等のニーズや実施における課題などを検証）

1,982

27 教育庁 高校教育課
・先端技術の授業導入に向けた研究実証
（生成ＡＩなどの先端技術について授業への導入に向けた先進事例の研究や県内
モデル校における実証）

3,278

28 教育庁 教育政策課
・教職員の職場環境改善に向けた調査分析
（教職員の働きやすい職場環境づくりに向け、職員室のフリーアドレス化の効果
調査およびフリーアドレス化を想定したコンセプトやレイアウト案の作成）

2,974

29 教育庁 教職員課
・教職の魅力発信に向けた実証事業
（教職員の魅力発信のため、中高生を対象とした授業づくりのワークショップや若手教
職員を対象としたコミュニティ形成などの実証事業を展開）

646

30
人事委員会
事務局

・志望者数増加に向けた政策立案ワークショップの開催
（県外在住の学生・転職希望者を対象に、福井県に関わる地域課題をテーマとしたワー
クショップを開催し、県職員を就職先として意識付けできるか検証）

2,416

31 警察本部

・交通警察空撮用ドローン整備事業
（空撮用ドローンを活用し、短時間で交通事故現場の空撮を行うことにより、警察官の現
場活動時間の短縮等による交通事故捜査の効率化、および県民に影響する交通規制の
早期解除、渋滞緩和等の効果を検証）

2,904

32 警察本部
・小学生に対する継続的な交通安全教育事業
（子どもの記憶に残る交通安全教育を展開していくため、複数の手法による交通安全教
育を比較・検証）

1,217

合計（令和７年９月４日時点） 73,392
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